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地
域
医
療
は
守
れ
る
か

広
域
的
な
連
携
体
制
で

取
り
組
む

ＱＡ●
中
村

地
域
医
療
の
危

機
的
状
況
が
、
中
山
間
地

域
の
各
地
で
起
き
て
い
る
。

地
域
医
療
は
包
括
医
療
の

実
践
で
あ
り
、
行
政
と
地

域
の
医
師
会
、
公
的
医
療

機
関
な
ど
関
係
者
が
連
携

を
し
、
病
院
と
診
療
所
の

機
能
分
担
を
明
確
に
し
、

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

町
の
財
政
難
や
医
師
不

足
な
ど
地
域
医
療
の
現
状

に
課
題
が
山
積
み
し
て
い

る
中
、
今
後
地
域
医
療
を

ど
の
よ
う
に
守
り
、
取
り

組
ま
れ
る
の
か
。

■
町
長

医
療
を
取
り
巻

く
環
境
は
非
常
に
難
し
い

も
の
が
あ
る
。
今
後
本
町

の
高
齢
化
の
進
行
状
況
や

疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
に

伴
い
、
住
民
の
医
療
ニ
ー

ズ
は
よ
り
高
く
な
り
、
多

様
化
す
る
な
ど
地
域
医
療

を
取
り
巻
く
状
況
は
よ
り

複
雑
化
す
る
こ
と
が
予
想

●
玉
谷
　
先
日
（
６
月
21

日
）
の
新
聞
報
道
に
よ
る

「
三
原
市
立
く
い
市
民
病

院
の
公
立
世
羅
中
央
病
院

へ
の
移
管
」
の
記
事
は
、

す
で
に
移
管
が
決
定
し
た

か
の
内
容
に
な
っ
て
お
り

驚
き
と
疑
念
を
も
た
ざ
る

を
え
な
い
。
現
在
公
立
病

院
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

医
師
の
不
足
、
人
口
の
減

少
な
ど
で
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
り
、
今
後
健
全
化

へ
向
け
て
地
域
医
療
を
広

域
で
総
合
的
に
進
め
る
病

院
統
合
に
は
一
定
の
理
解

が
で
き
る
が
、
今
回
の
赤

字
経
営
（
累
積
赤
字
額
約

４
・
２
億
円
）
を
強
い
ら

れ
て
い
る
市
立
く
い
市
民

病
院
と
の
統
合
は
、
時
期

尚
早
で
あ
り
慎
重
に
対
応

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

■
町
長

三
原
市
は
、

「
三
原
市
北
部
地
域
の
医

療
確
保
と
病
院
健
全
化
計

画
」
を
策
定
し
、
く
い
市

民
病
院
の
建
て
替
え
、
地

域
医
療
確
保
の
対
策
と
し

て
「
く
い
市
民
病
院
」
と

「
公
立
世
羅
中
央
病
院
」

の
「
再
編
統
合
」
を
選
択

肢
の
一
つ
と
さ
れ
、
７
月

９
日
世
羅
町
に
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
。
町
は
こ
れ
を

受
け
統
合
あ
り
き
で
な
く

三
原
市
北
部
（
旧
久
井
、

大
和
町
）
を
含
め
た
地
域

医
療
体
制
の
拡
充
強
化
策

の
た
め
調
査
研
究
が
必
要

と
答
え
、
８
月
22
日
世
羅

町
、
三
原
市
、
く
い
市
民

病
院
に
よ
る
再
編
調
査
研

究
会
（
委
員
６
名
）
を
開

い
た
。
今
後
基
礎
デ
ー
タ

の
収
集
、
比
較
、
分
析
な

ど
を
実
施
し
な
が
ら
慎
重

に
検
討
す
る
。

く
い
市
民
病
院
（
赤
字
経
営
）

と
の
統
合
は
慎
重
に

再
編
調
査
研
究
会
で
課
題
を

検
討
す
る

ＱＡ

地域医療は満足かな　三川診療所

中村幸雄議員

玉谷　隆議員

どの方向にむくのか　久井市民病院

さ
れ
る
。
財
政
状
況
は
、

地
方
交
付
税
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。

国
保
直
診
と
し
て
の
地

域
住
民
に
果
た
す
役
割
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
、
住

民
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

公
立
世
羅
中
央
病
院
を
中

核
的
な
病
院
と
位
置
づ
け
、

地
域
に
あ
る
開
業
医
と
の

医
療
機
関
相
互
の
連
携
及

び
老
健
施
設
な
ど
各
機
関

と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る

地
域
ケ
ア
体
制
を
進
め
、

初
期
医
療
、
包
括
医
療
の

定
着
化
を
図
る
と
と
も
に
、

三
次
救
急
医
療
機
関
な
ど

広
域
的
な
連
携
体
制
強
化

が
必
要
で
あ
る
。

するのか。
ているのか。
めようとしているのか。
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●
豊
田
　
①
新
年
度
、
恵

泉
学
園
へ
財
政
支
援
は
。

②
幼
稚
園
の
保
護
者
に
は

就
園
奨
励
費
が
出
る
が
、

廃
止
統
合
さ
れ
た
地
域
の

人
に
は
通
園
バ
ス
も
出
さ

ず
負
担
大
だ
。
③
誘
致
協

定
は
幼
稚
園
だ
け
で
な
く

保
育
所
ま
で
託
す
方
向
は

理
解
で
き
な
い
。

■
町
長
　
①
用
地
無
償
貸

与
だ
け
。
②
奨
励
費
は
義

務
で
は
な
い
が
県
内
で
は

出
し
て
い
る
。
③
大
田
保

育
所
に
か
わ
り
認
定
保
育

所
設
置
で
３
才
未
満
児
保

育
を
期
待
。
公
設
民
営
で

な
い
の
で
、
公
募
に
な
じ

ま
な
い
。

●
豊
田
　
自
然
災
害
を
止

め
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は

可
能
。
私
は
夏
に
中
越
地

震
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
４
日
間
活
動
し
た
。

①
宅
地
及
び
住
宅
の
耐

震
補
強
を
。②
公
共
施
設
、

文
化
財
な
ど
の
耐
震
は
。

③
避
難
所
、
備
蓄
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
確
保
、
訓
練

は
。

■
町
長
　
①
県
と
連
携
し

業
者
紹
介
を
し
て
い
る
。

②
重
要
文
化
財
は
、
消
防

署
、
教
育
委
員
会
が
火
災

予
防
査
察
を
し
て
い
る
。

③
避
難
所
は
37
ヶ
所
指

定
。
備
蓄
は
乾
パ
ン
２
５

６
食
・
飲
料
水
90
r
・
毛

布
２
０
０
枚
用
意
し
て
い

る
。
不
足
時
は
町
内
業
者

へ
要
請
。
災
害
時
は
確
保

な
ど
に
関
す
る
協
定
で
県

及
び
他
市
町
に
応
援
要

請
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保

の
た
め
「
防
災
に
関
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
」
研
修

会
を
実
施
中
。
自
主
防
災

組
織
を
検
討
。

●
末
盛
　
住
民
事
務
手
続

を
す
る
の
に
本
庁
と
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
ヶ
所

へ
行
か
な
い
と
手
続
き
が

終
了
し
な
い
、
大
変
だ
と

苦
情
が
あ
る
。
①
こ
れ
の

対
応
は
設
置
し
て
い
る
電

子
機
器
シ
ス
テ
ム
を
使
い

対
応
で
き
な
い
の
か
。
②

窓
口
事
務
は
届
出
、
証
明

だ
け
で
な
い
、
相
談
か
ら

入
る
手
続
き
も
多
い
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
相
談

の
で
き
る
室
も
必
要
と
考

え
る
が
。

■
町
長

①
電
子
機
器
の

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
は
役
場

内
部
情
報
提
供
と
し
て
利

用
し
て
い
る
た
め
、
事
務

に
は
使
用
で
き
な
い
。
現

在
機
構
の
再
編
と
課
の
配

置
換
え
を
検
討
し
て
い

る
。
②
窓
口
で
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
な
ど
課
題
が

あ
り
検
討
し
た
い
。

末盛　守議員

幼
稚
園
も
認
定
保
育
所
も

３
才
未
満
児
対
策
の
た
め

ＱＡ

豊田　勲議員

住
宅
の
耐
震
補
強
を

県
と
連
携
し
業
者
紹
介
も

ＱＡ

この子たちの未来は大人の責任

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
住

民
窓
口
を

総
合
的
に
機
構
の
再
編
で

ＱＡ

森
林
整
備
と
森
林
税
の
使
途
は

松
林
の
育
成
と

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

ＱＡ●末
盛

①
森
林
整
備
計

画
は
。
②
森
林
税
を
ど
う

使
う
の
か
。
③
マ
ツ
ク
イ

虫
に
強
い
広
島
ス
ー
パ
ー

松
は
植
林
す
る
の
か
。

■
町
長

①
県
か
ら
承
認

さ
れ
た
ア
カ
マ
ツ
林
促
進

事
業
に
よ
り
、
健
全
な
松

林
を
育
成
し
、
次
世
代
に

引
き
継
い
で
ゆ
き
た
い
。

②
せ
ら
夢
公
園
の
入
り
口

及
び
道
周
辺
の
山
林
の
枯

損
木
の
処
理
、
間
伐
を
行

う
。
又
住
民
参
加
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
う
森

林
体
験
活
動
事
業
な
ど
へ

支
援
し
て
ゆ
く
。
③
計
画

的
に
ス
ー
パ
ー
松
の
植
林

を
推
進
す
る
。

スーパー松の実証林

主主主主なななな議議議議論論論論
● 地域医療をどうす
● 住民自治は育って
● 活性化を何に求め
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●
奥
田
　
公
共
事
業
削
減

に
よ
り
町
内
建
設
業
界
は

大
変
と
聞
く
。
尾
道
・
松

江
線
の
一
部
開
通
に
伴
い

企
業
誘
致
は
で
き
る
の

か
。
地
域
経
済
の
衰
退
に

よ
っ
て
起
こ
る
生
活
不
安

「
心
の
過
疎
化
」
が
進
み

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
障

害
と
な
る
の
で
は
、
ま
た

参
入
企
業
の
状
況
を
問

う
。

■
町
長

本
年
こ
れ
ま
で

の
有
効
求
人
倍
率(

パ
ー

ト
含
む)

は
１
・
06
と
良

好
で
あ
る
。
農
業
企
業
や

大
型
店
舗
の
出
店
で
拡
大

が
図
ら
れ
た
。

フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
や
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
に
も
期
待
し
た
い
。

世
羅
高
校
進
路
指
導
室
に

も
出
向
き
お
願
い
し
て
い

る
。
福
山
か
ら
「
こ
だ
ま
」

食
品
が
試
験
農
場
、
島
根

か
ら
「
や
さ
か
農
場
」
が

味
噌
・
醤
油
の
原
料
づ
く

り
、
他
に
木
材
企
業
や
福

祉
関
係
の
事
業
者
も
話
が

あ
る
。

●
奥
田
　
課
や
室
を
転
々

と
さ
せ
る
経
費
は
住
民
負

担
だ
。
先
を
見
越
し
た
改

革
再
編
を
す
べ
き
で
あ

る
。
自
治
振
興
す
る
な
ら

室
も
必
要
と
考
え
る
が
。

■
町
長

旧
県
分
庁
舎
取

得
は
町
費
の
持
ち
出
し
は

な
い
が
、
新
た
な
経
費
は

発
生
す
る
。
同
時
配
置
は

理
想
だ
が
現
在
で
は
困
難

な
状
況
。
自
治
振
興
は
係

り
を
増
員
す
る
。

■
教
育
長

現
状
で
は
、

公
民
館
３
館
は
困
難
。
学

習
セ
ン
タ
ー
設
置
を
考
え

る
。

町
内
雇
用
が
危
な
い

将
来
、
住
宅
地
域
と
し
て
展
望

ＱＡ

●
福
田

私
達
の
生
活
と

か
か
わ
り
の
深
い
里
山
が

荒
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

獣
害
だ
け
で
な
く
人
間
の

生
活
を
も
、
お
び
や
か
し

か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
。

県
に
お
い
て
は
、
今
年
度

か
ら
森
林
税
が
導
入
さ
れ

た
が
、
里
山
再
生
に
こ
れ

を
利
用
す
る
考
え
は
な
い

か
。

■
町
長

里
山
の
再
生
は

「
生
物
の
、
多
様
な
保
全

●
福
田

甲
山
、
大
田
地

区
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

住
宅
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

将
来
の
活
力
が
予
感
さ
れ

る
。
し
か
し
、
一
定
の
ル

ー
ル
に
そ
っ
た
開
発
で
な

け
れ
ば
、
土
地
に
不
便
・

不
都
合
が
生
じ
か
ね
な
い
。

町
づ
く
り
の
基
本
構
想
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は
。

機
能
」
と
し
て
効
果
が
あ

る
。
し
か
し
限
り
あ
る
財

源
で
全
て
を
整
備
す
る
こ

と
は
不
可
能
、
本
町
で
の

森
林
税
活
用
は
継
続
事
業

と
し
て
実
施
す
る
。

ま
た
中
山
間
地
直
接
支

払
制
度
な
ど
も
有
効
と
考

え
る
。
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
施
策
を
重
点
的
に
支

援
し
た
い
。

奥田正和議員

福田　豪議員

組
織
・
機
構
再
編
へ
の

お
金
の
使
い
方

住
民
の
血
税
を

強
く
認
識
し
て
い
る

ＱＡ

広大で豊富な土地　活性化なるか

里
山
の
再
生
と
農
業
は

地
域
一
体
の
施
策
で
支
援

ＱＡ

里山再生は大事な事業の一つ

町
づ
く
り
の
基
本
構
想
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い

ＱＡ

■
町
長

総
合
的
に
土
地

利
用
を
誘
導
す
る
仕
組
み

は
必
要
。
自
然
環
境
の
保

全
と
耕
作
放
棄
地
の
解
消

と
あ
わ
せ
、
中
心
市
街
地

の
効
率
的
な
土
地
利
用
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
す

る
と
と
も
に
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
作
成
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。
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●
西
田
　
本
町
は
財
政
の

安
定
を
図
る
た
め
、
行
財

政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を
基

本
に
推
進
し
て
い
る
。

一
般
会
計
の
中
で
、
ゴ

ミ
収
集
の
予
算
が
突
出
し

て
い
る
の
で
、
３
年
前
か

ら
随
意
契
約
か
ら
入
札
制

度
に
変
え
る
た
め
、
積
算

式
を
整
備
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
。
本
来
、
ゴ
ミ
収

集
の
業
務
は
町
が
実
施
す

る
と
こ
ろ
を
業
者
に
委
託

し
て
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
起
源
か
ら
見
た
時
、
入

札
は
業
者
に
十
分
説
明
す

る
こ
と
が
常
道
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
３
項
目
に
つ
い

て
伺
う
。
①
入
札
実
施
に

向
け
て
の
経
過
。
②
業
者

に
対
し
て
説
明
会
な
ど
の

開
催
を
い
つ
し
た
の
か
。

③
入
札
が
実
施
さ
れ
る
と

１
業
者
又
は
２
業
者
が
失

職
と
な
る
が
、
そ
の
対
策

は
。

■
町
長

①
ゴ
ミ
収
集
に

係
る
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
務
委
託
仕
様
書
の
縦

覧
を
設
定
し
、
下
半
期
の

入
札
は
、
指
名
し
た
複
数

の
業
者
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
を
行
う
考
え
で
い

る
。
②
本
年
３
月
に
関
係

事
業
者
に
参
集
願
い
、
10

月
以
降
の
業
務
委
託
契
約

は
、
競
争
入
札
の
導
入
方

向
で
説
明
し
た
。
③
こ
の

業
務
を
委
託
す
る
に
は
、

極
め
て
公
共
的
・
公
益
性

の
あ
る
業
務
で
、
収
集
の

遅
延
や
失
念
は
許
さ
れ

ず
、
継
続
的
・
安
定
的
な

業
務
遂
行
が
重
要
と
な

る
。こ
の
よ
う
な
観
点
で
、

受
託
者
の
選
択
を
行
っ
て

ゆ
く
。

●
高
本

人
生
80
年
と
い

う
長
寿
社
会
、
食
生
活
の

多
様
化
運
動
不
足
な
ど
が

起
因
し
心
臓
病
、脳
卒
中
、

糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病

が
増
加
し
て
い
る
。
増
え

続
け
る
医
療
費
の
削
減
と

予
防
対
策
に
つ
い
て
問

う
。

■
町
長

合
併
後
３
年
間

の
医
療
費
の
推
移
は
、
国

保
医
療
は
県
平
均
の
伸
び

率
13
％
増
が
世
羅
町
は

17
％
増
、
老
人
医
療
費
は

県
平
均
が
１
％
減
に
対
し

世
羅
町
は
４
％
減
、
い
か

に
国
保
医
療
費
の
抑
制
を

図
る
か
が
課
題
、
予
防
対

策
は
健
康
ア
ッ
プ
教
室
を

始
め
糖
尿
病
教
室
、
介
護

予
防
事
業
等
を
取
組
ん
で

●
高
本

合
併
前
に
隣
町

小
さ
な
町
同
志
が
組
合
立

で
建
築
し
た
世
羅
中
央
病

院
、
火
葬
場
、
し
尿
ご
み

処
理
場
も
平
成
の
大
合
併

で
状
況
も
変
わ
り
、
病
院

関
係
で
は
三
原
市
か
ら
圏

域
内
の
行
政
に
つ
い
て
協

議
が
あ
り
、
他
の
施
設
は

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
放

置
で
き
な
い
。
広
域
行
政

に
対
す
る
基
本
的
考
え
方

は
。

い
る
。
来
年
度
か
ら
は
特

定
保
健
指
導
が
義
務
付
け

ら
れ
る
。

西田美喜男議員

高本正 議員

ゴ
ミ
収
集
の
入
札
は

指
名
競
争
入
札
で

ＱＡ

地域のみなさんで作成したゴミ収集箱

医
療
費
削
減
の
取
り
組
み
は

特
定
健
康
診
査
、
指
導
を

義
務
づ
け
る

ＱＡ

合
併
後
の
広
域
行
政
は

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

ＱＡ

■
町
長

益
々
多
様
化
高

度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
、

地
方
自
治
体
は
一
層
の
専

門
化
高
度
化
が
求
め
ら
れ

る
。
関
係
自
治
体
が
共
通

し
重
複
す
る
経
費
は
、
広

域
的
に
効
率
化
し
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
、
町
づ
く
り
が
重
要
と

考
え
る
。

ひっそりとたたずむ「やすらぎ苑」


